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１.目的とスケジュール
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1. 目的とスケジュール
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◆ 目的

• 近年、豪雨が頻発化する等、気候変動の影響が顕在化し、様々な関係者との連携が重要となってき
ており、こうした外部環境の変化を反映し、中長期対策を再構築して、「佐賀市排水対策基本計画」
を見直す。

第１回（R6.8）

1.これまでの取り組
み・外部環境の変化
2.課題の抽出

第２回（R6.12）

2.問題と課題
3.方針と目標

第３回（R7.4）

3.方針と目標
4.考えられる対策

第４回

4.対策の決定
5.基本計画の概定

◆スケジュール 4-8月 9-12月 1-3月 4月 5-7月 8月 9-10月 11-R8.1月

1.これまでの取組・
外部環境の変化

2.問題と課題

3.方針と目標
（考え方、決定）

4.対策の選定と決定

5.基本計画の
概定と策定

パブリックコメント

検討委員会
第1回
8/16

第2回
12/26

第3回
4/30

第4回 第5回

※工程と内容は変更される場合があります

第５回

5.基本計画の策定

R6 R7



２.第2回検討委員会での意見等
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２．第2回検討委員会での意見等
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※ 第２回委員会で出された意見を要約しています。

第２回検討委員会では、浸水シミュレーションの結果に基づいて、現状分析を行い問題と課
題を抽出し、方針と目標の方向性について討議した。

意見

方針について ハード整備などの検討に加え、まちづくりの視点で考える必要がある。

佐賀駅周辺など守るべきところを守る。
また、本市は地下水位が高いので溜められる場所に留意する。

クリークの事前放流や田んぼダムに取り組んでいるが農業従事者から不満の声
もある。農地を守る視点も重要であり、且つ土地の嵩上げと言った市民の自助努
力も必要である。

河川清掃は高齢化により大変になっている。どこを清掃すれば流れが解消する
かを示してもらうと河川清掃もやりがいが出てくる。

対策は地域特性を踏まえブロック別に示してほしい。

目標について 現行の時間雨量64mmを基本として、今後の気候変動に対応していく。

計画の目標としては、水を逃がし、まちの機能を麻痺・停止させないことが大切で
はないか。

第2回での主な意見



３.現行対策の効果検証
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3.1. 現行計画の対策
3.2. 現行対策の効果検証
3.3. まとめと対策の方向性
3.4 ．あらゆる主体との協働



ブロック分割図

3.1 現行計画の対策
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≪ハード対策≫ （青文字:実施済み）

佐賀江川上流地区
嘉瀬川右岸地区

嘉瀬川右岸地区

嘉瀬川左岸地区

南部地区

中心市街地区

筑後川下流地区

筑後川
下流地区

中期対策・前期
（令和元年度〜５年度）

中期対策・後期
（令和６年度〜１０年度）

1高木瀬北雨水幹線改修 2⻑瀬雨水幹線改修
新村愛敬雨水幹線

狭窄部改修
新村愛敬雨水幹線

狭窄部改修
3新村愛敬雨水幹線改修

城東川改修
三間川放水路改修

8十間堀川全改修

4愛敬水路狭窄部改修
5どんどんどんの森

調整池新設
6古小川雨水幹線改修

お濠貯留（ゲート）

9今宿雨水ポンプ新設

10八田雨水ポンプ増設

石塚雨水ポンプ新設

【古江湖川改修】

14八田第2雨水ポンプ新設

【本庄江整備】

厘外雨水ポンプ新設 15厘外雨水ポンプ増設

平松厘外雨水幹線改修

7・16地蔵川分水雨水幹線改修

【東平川改修】
【久留間排水機場新設】

【巨勢川改修】
【金立川改修】
【焼原川改修】

【小松川改修】

尼寺雨水幹線改修

尼寺第2調整池新設 18尼寺第2調整池新設

尼寺雨水ポンプ新設 18尼寺雨水ポンプ新設
筑
後
川

下
流
地

区 大中島
【  】：県事業
  ※：必要に応じた部分的改修

【本庄江整備】

地蔵川改修
7・16地蔵川改修

【巨勢川改修】、【金立川改修】、【焼原川改修】

18尼寺雨水幹線改修

嘉
瀬
川
左
岸
地
区

八
⼾
・
末
広
・
光

佐
賀
江
川

上
流
地
区

大
和

嘉
瀬
川

右
岸
地
区

大
和

南
部
地
区

南
部

地区 細分
短期対策

（平成２６年度〜３０年
度）

城
内

中
心
市
街
地
区

高
木
瀬

中
心
部

21大中島・大詫間ポンプの拡充（大中島ポンプの新設）

⻑期対策
（令和１１年度〜２５年

度）

中期対策
（令和元年度〜１０年度）

4十間堀川雨水幹線改修
（愛敬水路合流点まで）

城東川改修※

【佐賀江川河道掘削】、【八田江河道掘削】

1城東川雨水幹線改修

1城東川調整池新設

19大和中央公園敷地の活用



3.1 現行計画の対策

対策 主な内容 備考

1.連携操作 1.1 佐賀江川の連携操作
1.2 多布施川等の取水停止
1.3 巨勢川等の洪水調節

・国、県等の関連機関との連携
・浸水軽減対策協議会・作業部会

2.事前排水 2.1 佐賀城お濠の事前排水
2.2 農業用水路や河川の事前排水

・県及び農業従事者等との連携
・樋門操作人説明会

3.既存施設の有効活用
及び拡充

3.1 既存施設の効率的活用
3.2 施設の遠隔操作
3.3 支障工作物の撤去
3.4 南部地区排水施設の拡充

・県及び農業従事者等との連携

対策 主な内容 備考

1.浸水に対する意識の向上 1.1 出前講座による防災学習の実施

2.防災情報の提供 2.1 浸水標尺の設置と活用
2.2 情報提供手段の多様化
2.3 ハザードマップによる情報提供

3．地域コミュニティとの連携 3.1 防災活動の指導、支援
3.2 水路等の清掃活動の支援

・住民参加の水路等の清掃活動

4.災害の拡大防止 4.1 土のう配布
4.2 浸水時の通行止めバリケード

≪既存ストックの活用≫

≪ソフト対策≫

9



3.2．現行対策の効果検証：浸水面積（短期対策後～長期対策後）

計画的な取り組みの効果として、計画降雨（64mm/h）での全浸水面積は概ね5割減（対策前比）

≪浸水深図と浸水深差分図※≫ ※軽減効果の範囲を示す図

全浸水面積
（計画降雨
64mm/ｈ）

10
10



3.2．現行対策の効果検証：浸水面積（短期対策後～長期対策後）

計画的な取り組みの効果として、元年降雨（最大110mm/h）での全浸水面積は概ね2割減

≪浸水深図と浸水深差分図※≫ ※軽減効果の範囲を示す図

全浸水面積
（令和元年降雨

110mm/ｈ）

11
11



3.2．現行対策の効果検証：浸水面積（短期対策後～長期対策後）

計画降雨（64mm/h）での全浸水面積は概ね5割減。

計画降雨 64mm/h 令和元年降雨 110mm/ｈ

≪対策効果：全浸水面積の低減≫

12



3.2．現行対策の効果検証：建物用地の浸水面積（短期対策後～長期対策後）
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計画的な取り組みの効果として、建物用地の浸水面積は概ね5割減（対策前比）

≪建物用地の浸水図≫

計画降雨
（64mm/h）

令和元年降雨
（110mm/h）

建物用地浸水深図

建物用地浸水深図



3.2．現行対策の効果検証：建物用地の浸水面積（短期対策後～長期対策後）

計画的な取り組みの効果として、計画降雨では建物用地の浸水面積は概ね5割減

≪対策効果：建物用地浸水面積の低減≫

計画降雨 64mm/h 令和元年降雨 110mm/ｈ

14



3.3．まとめと対策の方向性

【まとめ】

現行計画の対策により浸水面積は着実に軽減してきた。しかし、中期対策（後期）後は、短期対策や中
期対策に比べて効果発現が表れにくく、浸水面積の減少幅は緩やかとなる。

【課題】
• 対策に応じて浸水は軽減するが、中期対策以降も一定の浸水が残る。
• 微高地や低地では対策により浸水は改善するが、窪地状の土地には浸水が残る。
• 現行（流す、溜める、施設の新設・改良）の対策では、今後の取り組みは長期的になる。
⇒ 今後の取り組みは、着実に効果はあるものの浸水被害の軽減効果を面積の減少では

表現しにくい。

対応策
• 現行計画を着実に推進して、窪地を含む全体の治水安全度を向上させ、市内平野部全域の浸水被害を軽減する。
• 浸水しても被害を最小にし、まちの機能を麻痺させない。
• あらゆる関係者と協働で新たな対策に取り組む。
⇒ 今後の取り組みの効果の表し方として、浸水時間の短縮などを検討する。

15

浸水箇所のイメージ図
浸水面積の減少



3.4．あらゆる主体との協働

16

市の追加対策に、国、県の取組みを加えて、佐賀市排水対策基本計画を改訂する。

あらゆる関係者が協働して行う「流域治水」のイメージ
出典：「流域治水対策等の主な支援事業集」令和6年4月（流域治水の推進に向けた関係省庁実務者会議）



4.方針と目標
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4.1. 方針と目標（案）
4.2. 気候変動対応の考え方
4.3. 目標の設定



②気候変動により激甚化する降雨に対して、
被害の軽減を図り、県都としての都市機能の影響を最小限に抑える

・佐賀駅周辺を含む都市機能誘導区域への被害軽減
・本目標は、気候変動の影響に対し、全体的な方向性や意図を示す定性的なものとする。

4.1. 方針と目標（案）

【方針】 浸水に強いまちづくり・人づくり
＝流域治水の推進＝

現計画の目標

①計画降雨64mm/hに対して、建物用地での浸水面積50％減
（現計画を着実に進めて市内全体のベースアップをはかる）

・居住誘導区域の被害軽減 現行計画のさらなる強化をはかる

気候変動対応

新計画の実施

【新計画の目標】 2段階の目標を設定 （現計画の目標＋気候変動対応）

18



4.2．気候変動対応の考え方

県都としての都市機能への影響を最小限に抑える。

■佐賀駅周辺拠点都市機能誘導区域

都市機能誘導区域 （立地適正化計画により設定）
基幹的公共交通、医療施設、行政機能など
都市機能が集積している箇所

※今後、具体的に検証を行う中で、例えば・・・

・佐賀駅での浸水時間を○○時間に減らす。

・都市機能誘導区域の中で○○㎥溜める。
（どん３の森調整池、校庭貯留、各戸貯留など）

・市街地北部エリアで○○㎥溜める。
（調整池、田んぼダムなど）

※都市機能誘導区域の変更があった場合は、適宜変更を行う。 19

このような設定を行い、都市機能への影
響を抑え、重要な施設の被害軽減を図る。



4.3. 目標の設定

20

建物用地の浸水軽減及びまちの機能保全
（現行対策に加え上乗せ対策(+α)を実施し気候変動に対応する）

目標の設定

計画降雨

長期 長期

中期 中期

短期 短期

既存ストックの活用

現行）排水対策基本計画 見直し）排水対策基本計画

建物用地の浸水被害軽減
（浸水面積50％減）

現
計
画

気
候
変
動
対
応

現
計
画

現
行
対
策

ソフト対策

現
行
対
策

ソフト対策

既存ストックの活用

新たな目標；建物用地の浸水軽減（浸水面積50％減）＋まちの機能保全

超過降雨

上
乗
せ
対
策

（
+
α

）

内水氾濫を防ぐ・減らす

被害対象を減らす

被害の軽減・早期復旧等

　　被害軽減対策
　　　　・災害情報の発信、情報の高度化
　　　　・確実な避難の行動
　　　　・住まい方の工夫　など



5.考えられる対策
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5.1. 対策の体系（案）
5.2. 上乗せ対策の具体案
5.3. 流域対策（佐賀県）
5.4. 流域対策（国土交通省）



5.1 対策の体系（案）

上乗せ対策は、浸水しても被害を最小化する3つの対策

上乗せ対策（＋α）（案）

22

上乗せ対策
＋α

1.内水氾濫を防ぐ・減らす

①公共施設での貯留

②調整池の機能向上

③足元対策 ④各戸貯留

3.被害の軽減・早期復旧

⑥建物の浸水対策

2.被害対象を減らす

⑤建物の防災改修



5.1 対策の体系（案）

 新計画は、現行計画の継続対策に「上乗せ対策」を組み合わせて取り組む。
 「上乗せ対策」は都市計画と一体となって進める。 （※上乗せ対策：＋α）

対策の体系図（案）

23

※具体的な対策内容については、確定したものではない。

分類 施策 対策 内容 対象施設等

新
計
画

2.被害対象を減らす ⑤建物の防災改修 建物の嵩上げ 住居、公共施設、事業所

3.被害の軽減・早期復旧 ⑥建物の浸水対策 止水板等 住居、公共施設、事業所

③足元対策 道路側溝の清掃、水草対策等

④各⼾貯留 雨水貯留タンク等 住居、公共施設、事業所

①公共施設での貯留 表面貯留・地下貯留 公園、運動施設、小中学校等の
公共施設

②調整池の機能向上 既存調整池の機能拡充

現行計画の継続対策 1.ハード対策

2.ソフト対策

3.既存ストックの活用

上乗せ対策（+α） 1.内水氾濫を防ぐ・減らす

※田んぼダムは令和４年度から取り組んでいるため現行計画に含む



地下調整池

P

地下調整池

地下調整池

P

P

流入口

公園等

5.2．上乗せ対策の具体案（①の具体例：公共施設での貯留）

①公共施設での貯留（地下貯留のイメージ）
地下調整池を築造して、上部利用を妨げず、流出抑制と周辺エリアの浸水深を低減する。

流入口：地盤面より2～10cm上げて、ピークカットを期待する。公園等及び周辺の浸水を軽減する。
排水用ポンプ：周辺の浸水が解消されたのち、水路に排水して貯留槽を空にする

24

平常時 浸水時

地下調整池

P

流入口

公園等



5.2．上乗せ対策の具体案（①の具体例：公共施設での貯留）

①想定される公共施設：市内の公園、小中学校、運動施設等。

貯留施設の設置
浸水区域に点在する公共施設に、貯留施設を設置する。

【貯留候補地（想定）】

【貯留地のイメージ】

施設数
（市内の公園、小中学校、運動施設等）

総面積

78施設 約90万m2

現状：窪地に広く浅く浸水発生：窪地
で浸水し、家屋の浸水や道路冠水な
どが発生している。

将来：窪地に貯留する場所を計画
的に整備：浸水しても家屋等への
被害が最小となるようにまちなか
に溜める対策を実施。

25選定候補地の位置図

佐賀江川上流地区
・公園2箇所
・小中学校8箇所
・運動施設等4箇所

嘉瀬川右岸地区
・小中学校4箇所
・運動施設等3箇所

中心市街地区
・公園11箇所
・小中学校9箇所
・運動施設等5箇所

嘉瀬川左岸地区
・公園4箇所
・小中学校9箇所

南部地区
・公園1箇所
・小中学校12箇所
・運動施設等5箇所

筑後川下流地区
・小中学校1箇所



5.2．上乗せ対策の具体案（②の具体例：調整池機能拡充）

26

②調整池の機能拡充

パターンＤ

掘り下げ部分

水路

イメージ断面図尼寺第２調整池

既存調整池の掘り下げを行うことで貯留容量を拡大し、調整池機能の強化を図る。



5.2．上乗せ対策の具体案（③の具体例：流下＋貯留機能向上）
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③足元対策の強化（道路側溝の泥土浚渫、水草対策）

【令和6年度実績】 浚渫延長 L＝2.5km  浚渫土 V＝80m3

事業費 約1,000万円

※側溝内の泥土堆積状況

全景 着工前 完了

全景 着工前 完了

①

②

①

②

主導的な実態調査を実施し、浚渫を推進する。

水草を除去する。
着工前 完了

R6年度道路側溝浚渫箇所（市内中心部）



5.2．上乗せ対策の具体案（④、⑤、⑥の具体例）
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④各戸貯留、⑤建物の防災改修（嵩上げ）、⑥建物の浸水対策（止水板）

④各戸貯留 ⑤建物の防災改修（嵩上げ） ⑥建物の浸水対策（止水板）

概念図

出典）国土交通省資料より 出典）国土交通省資料より 出典）久留米市サイトより

特徴 雨水の流出を抑制し、浸水に対
する意識の醸成を図る。

※補助金制度が必要

様々な対策を行っても浸水が残
る家屋の嵩上げを行う。

※補助金制度が必要

車の走行波による被害など、早
期に軽減を図ることができる。

※補助金制度が必要

【④、⑤、⑥対策のイメージ】



北山ダム

流流
す

守守
る

人命等
を

内水
を

貯貯
め
る

内水
を

▶ダムの事前放流 ▶ため池による貯留機能向上

▶排水ポンプ車「ファイブスターズ」初出動 ▶河川浚渫・伐採

▶田んぼダム

ひので

貯水ポケット

事前放流後

▶クリークの事前放流

▶排水機場機能向上

▶内水監視カメラ ▶浸水センサー ▶農業機械避難

佐賀市内
３90㌶で実施

県が佐賀市内
74か所に設置

佐賀市内の佐賀江川
など22か所、約3万m3
の堆積土砂を除去

佐賀市内の
道路 7か所
クリーク 4か所
に設置

佐賀市内の新川排水機場な

ど4か所完了、福所江排水機場
で耐水化工事中

防災ネットあんあん アプリ
佐賀県防災・緊急マップで情報提供

※佐賀市が別に
29か所設置

嘉瀬川ダム、
北山ダムで実施

佐賀市内のクリーク
約165kmで実施

R5.7.10
佐賀市今宿町
に出動

内水監視カメラ等活用

避難タイムライン 等

農業機械避難 等

ダム・クリークの事前放流

田んぼダムの推進

ため池の貯留機能向上

排水ポンプ車の導入

排水機場の機能向上

河川整備、浚渫・伐採

焼米ため池（武雄市）

5.3．流域対策（佐賀県）

出典）佐賀県資料
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5.4．流域対策（国土交通省）

出典）佐賀河川事務所資料
30
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